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油 文 内 容 の 要 旨

 目的

 術後早期に必要な熱量および窒素量を個々の症例毎

に推定する目的で，術後早期の投与栄養量と種々の栄

養学的パラメータの改善との相関を検討した．

 方法

 対象は1985年4月より1986年3月までの中等度侵襲

開腹手術例73例（胆石症，消化性潰瘍，胃癌，大腸癌

等）である．これら症例に術後を1～4期（1期＝術

後当日～4日，2期＝術後5日～9日，3期＝術後10

日～14日，4期＝術後15日～18日）に分け，各時期に

栄養学的パラメータとして体重（BW），上腕筋切

（AMC），上腕部皮脂厚（TSF），窒素バランス（Nbal），

アルブミン（Alb），プレアルブミン（PA）， トランス

フェリン（Tf），レチノール結合蛋白（RBP），末梢血

総リンパ回数（TLC）， Natural Killer活性（NK），

PHA幼若化反応（PHA－SI）を測定し，1期に対する

2，3，4期の値の比を改善率として，術後5日間およ

び7日間の栄養量（熱量および窒素量）との相関を統

計的に検討，考察を行なった．

 成績および考察

 術後投与栄養量に対して

 1．BW， Nbalは高い正の相関を見たが，術後5B間

よりも7日間により高い相関を示した．

 2．Albは術後早期（2，3期）では負の相関を示し4

期で高い正の相関を示した．これは高栄養管理例に比

較的侵襲の大きな手術例が集中したため侵襲の影響の

少なくなった4期になって初めて高栄養の効果が現れ

たためと考えられた．RBPも同様の動きが見られた．

 3．AMCは2，3期で正の相関を示したが4期では

相関がなかった。AMCはBWと共に1，2期におい

ては水分貯留の影響があると思われた．

 4．TSF， PA， Tf， TLC， NK， PHA－SIでは7日

間の栄養量と3期のTSF改善率の間の正の相関以外

に有意な相関はなかった．各パラメータの侵襲や栄養

投与に対する反応の違い等も示唆された．

 5．以上の成績および考察より3，4期のBW，

AMC， Albの改善率およびNbalの正転日を変数と

し，術後7日問の熱量および窒素量を目的変数とした

重回帰式を作成した．

 6，この式による栄養量を胆石および胃癌術後例に

投与したところほぼ妥当な結果を得た．

 結論

 術後早期の投与栄養量と種々の栄養学的パラメータ

の改善率との相関を検討した結果，術後7日間の栄養

量と，ある時期のBW， AMC， Albの改善率および

Nbalの正転日との間に高い正の相関が見られたので

BW， AMC， Albの改善率およびNba1の正転日を変

数とし術後7日間の栄養量を目的変数とした重回帰式

を作成し，臨床に応用し，ほぼ妥当なることを明らか

にした
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論文審査の要旨
 外科における手術後早期の必要とする栄養量（熱量および窒素量）は各症例毎に推定する必要があ

るので，著者は最近1年間の中等度侵襲開腹手術例63例について術後18日間に各種の栄養学的パラ

メーター（体重，上腕筋囲，上腕部皮脂厚，窒素バランス，アルブミン，プレアルブミン，トランス

フェリン，レチノール結合蛋白，末梢血総リンパ球数，Natural Killer活性， PHA幼若化反応）を測

定し，投与栄養量との相関を統計的に検討し，その結果を参考に術後必要投与栄養量の重回帰式を作

成し，それを臨床に応用し，ほぼ妥当なることを明らかにした．

 本研究は学術上価値あるものと認める．
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